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秋の全国交通安全運動

う飲酒運転を追放しょ

本
年
の
県
下
の
交
通
事
故
は
、

件
数
が
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
死
亡
者
は
昨
年
同
期
よ
り
九

人
も
多
ミ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
秋
の
行
楽
期
を
迎
え

9月21日--9月30日

車
の
交
通
量
増
加
と
共
に
交
通
事

故
の
多
発
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
あ
っ
て

市
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
の
絶

滅
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

。
点
検
整
備
を
確
実
に

。
右
折
・
左
折
の
合
図
を
確
実
に

。
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
澄
し
反
射

テ
ー
プ
を
つ
け
て

運
転
者
は

。
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
に
は

い
た
わ
り
の
気
持
で

。
過
労
暴
走
運
転
を
し
な
い

。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

。
シ
l
ト
ベ
ル
ト
は
正
し
く
使
う

以
上
の
事
柄
に
注
意
し
て
運
転

し
ま
し

ょ
う。

在現

悶

末
引

は

凸
ツ

ω

版

刷

特
に
飲
酒
運
転

(
飲
ん
だ
ら
乗

ら
な
い
・
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
・

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
)
を
よ

り
徹
底
し
て
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点
目
標

子供と老人の事故状況

主主¥ 主旦|人員ω
子 |幼児 8

1小 学 生 4 ! 

門 中学 生 ! 0 I 

i老人 4I 

52年 8月末現在

①
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
、
特

に
子
供
と
老
人
の
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
追
放

③
夜
間
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

①
シ
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
行
者
は

。
道
路
の
横
断
は
、
横
断
歩
道
か

歩
道
橋
を

。
交
差
点
や
曲
り
角
で
は
、
必
ず

安
全
を
確
か
め
て

。
信
号
が
青
で
も
車
が
止
ま
っ
て

か
ら

。
夜
間
外
出
は
目
立
つ
服
装
で

自
転
車
利
用
者
は

自転車の事故状況

亙テ4旦1 人員以~ I
子 !幼 児 1

|小学生 o
供| 中学生 卜一子

高校生 1 I 

老 人 2 i 

そ のイ官 | 5 I 
52年 8月末現在
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飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

0

0

0

0

 

い

た

ず

ら

の

救

急

要

請

は

止

め

て

グ

最
近
、
悪
質
な
「
い
た
ず
ら
」

に
よ
る
救
急
車
の
要
請
が
増
え
因

っ
て
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
電
話
に
よ
る
救
急

要
請
が
あ
り
ま
す
と
そ
れ
が
「
う

そ
」
か
「
本
当
」
か
知
る
と
と
が

む
ず
が
し
く
、
救
急
車
は
す
ぐ
出

動
し
、
現
場
に
行
っ
て
始
め
て
そ

れ
が
つ
っ
そ
」
で
あ
る
乙
と
が
わ

か
り
ま
す
。

「
い
た
ず
ら
」
の
場
合
は
必
ず

他
人
の
家
の
名
前
を
言
い
ま
す
の

で
、
そ
の
家
の
人
は
大
変
迷
惑
し

ま
す
。

ま
た
、
救
急
車
の
出
動
は
非
常

に
増
え
て
き
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
時
に
「
い
た
ず
ら
」
さ
れ
ま
す

と
、
も
し
そ
の
聞
に
他
の
場
所
で

「
本
当
」
の
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
救
急
車
の
出
動
が
遅
れ
大
変

な
乙
と
に
な
り
ま
す
。

救
急
車
は
市
民
皆
さ
ん
の
財
産

で
す
。タ

ク
シ
ー
代
わ
り
の
出
動
要
請

や
悪
質
な
い
た
ず
ら
は
是
非
や
め

て
い
た
だ
く
乙
と
を
お
願
い
し
ま

す
。

こ
れ
ら
の
「
い
た
ず
ら
」
が
発

覚
し
ま
す
と
強
く
罰
さ
れ
ま
す
。

(

消

防

署

)

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

飲
酒
造
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

明

る

く

健

康

で

住

み

よ

い

町

に

環

保

全

境

条

例

日
月

1
日
か
ら
施
行

解
説
①

市
政
だ
よ
り
九
月
一

日
号
で
環

境
保
全
条
例
の
あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
乙
の
条
例
は

市
、
事
業
者
、
市
民
の
三
者
が
一

体
と
な
っ
て
、
市
民
が
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
営
む
た
め
に
環
境

の
保
全
、
公
害
の
防
止
に
努
め
、

明
る
く
健
康
で
住
み
よ
い
生
活
環

境
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

ど
う
か
美
し
い
郷
土
大
村
市
の

生
活
環
境
を
保
持
す
る
た
め
、
全

て
の
市
民
、
事
業
主
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。本

号
か
ら
三
固
に
分
け
て
、
条

例
の
内
容
を
説
明
し
ま
す
。

大
村
市
環
境
保
全
条
例
は
、
第

一
章
総
則
、
第
二
章
環
境
保
全
、

第
三
章
公
害
防
止
の
三
章
二
十
条

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
一

章
の
総
則
関
係
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第

一
章

総

則

第

一
条
は
「
目
的
」
で
、
市
民

が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む

た
め
に
、
法
令
、
長
崎
県
条
例
で

規
制
さ
れ
て
い
る
以
外
の
環
境
保

全
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、

市
、
事
業
者
及

関
日
欝
U
J
JJi~
一

に
ぎ
や
か
に
催
さ
れ
た

殿
町
櫨
顎
遜
意
時

一一[

竹
松
地
区
盆
踊
り
大
会

• 

度
F
恥
醤
伊
γ

持
、}
4
H
A

f
t
h購
義
建
調
関
醐
け
i

竹
松
地
区
の
盆
踊
り
大
会
が

団

(
宮
原
栄
二
団
長
)
で
は
、

国
際
翻
趨
醸
関
恥
潤
可
7
1
14

八
月
十
六
日
夕
方
竹
松
駅
前
の

み
ん
な
が
持
寄

っ
た
電
器
製
品

臨
画
・
圃
園
田
、
輯
轟
V

遊
園
地
で
あ
り
、

各
町
内
か
ら
な
ど
の
即
売
会
を
行
い
、
こ
の

闘
圃
圃
圃
圃
圃
明

:
e
F霞
…

ポ

集
ま

っ
た
大
勢
の
人
た
ち
で
に
方
も
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
し
た

阻
圃
圃

E醗
期
間
一
子

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

な
お
、
そ
の
売
上
金
の一

部

い

闇
圃
圃
・
・
・
圃
厩
副
官
圃
鵬
鵬
ま
た
、
こ
の
時
ア
ト
ラ
ク
シ
は
子
供
の
家
へ
寄
付
さ
れ
ま
し

圃

-----EE齢
r
p

L

ヨ
ン
と
し
て
、

竹
松
商
工
業
会
た
。

(小
森
伝
会
長
)
と
竹
松
青
年

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

び
市
民
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、

環
境
保
全
施
策
の
総
合
的
推
進
を

図
っ
て
市
民
の
良
好
な
生
活
環
境

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す。

第
二
条
は
「
用
語
の
定
義
」
で

環
境
保
全
、
公
害
、
土
地
開
発
、

事
業
者
、
建
築
物
、
建
築
主
の
用

語
の
意
義
を
定
義
し
て
い
ま
す
。

第
三
条
は
「
市
の
責
務
」
で
、

市
は
開
発
に
よ
っ
て
お
乙
る
公
害

の
防
止
そ
の
他
の
基
本
的
な
総
合

施
策
を
策
定
し
、
こ
れ
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
四
条
は

「事
業
者
の
責
務
」

で
、
事
業
者
は
、
事
業
活
動
に
伴

っ
て
生
ず
る
廃
棄
物
や
汚
水
な
ど

を
適
切
に
処
理
し
公
害
の
防
止
に

努
め
、
良
好
な
生
活
環
境
保
全
の

た
め
、

自
ら
の
責
任
に
お
い
て
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

市
が
実
施
す
る
環
境
保
全
の
た
め

の
施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、

市
長
が
環
境
保
全
の
た

め
工
場
、

事
業
所
そ
の
他
の
場
所

に
立
入
調
査
の
必
要
を
認
め
た
と

き
は
、
こ
れ
に
協
力
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん。

第
五
条
は
「
市
民
の
責
務
」
で

市
民
は、

自
ら
の
生
活
活
動
に
伴

っ
て
生
ず
る
ゴ
ミ
や
汚
水
な
ど
を

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

なきで す加 な 任しが う 保 交

:ふ555h。喜2 |国保相談 lz Z2t警か険通 j
しな、とが がっ -~ ば っきた著 が事
、い国でつ負 た なてはりにき故
け の保治 て担 医 り損 、病傷 くの
がが の 療 、す療 情壬コ ま 害 加 気 つ
な 原保 をそ ベ費こ存じですかせの害 iζ け の 治
ど 則 険 受 のきは ん賠者なら で療
ので 給 けよ も、 。償 がつれ しに
治 す付る うの当 を全たて
療 。はとなで然 し 責 りけ よ は

必 ・出 害 ・ せ診 と・ 続 国 まら害が が 受 た 痛被 りい は
要そ し届「ん療つ加き 保交す う 者 一 、 け め を 害 そまもー待
で のな」 第。 をて 害 や で 通 。 乙 か 時 そ ら に あ 者 乙 せ す 方 っ
す ほけを三 受い者条治 事 と ら 立 れ れ 、 た の で ん ぐ 、た
。かれ市者 けれか件療 故 が国替はる国え精 、 。 に 加な

ば 保 の るばらがをの 前保え 、乙 保 な神乙 ま 害 し
事 な 険行 こ、治あ受 傷 提に て 治とのい的の と 者 で
故 り 年 為 と 国療り け害 と 返、 療 に 保 よ 、 よ まとす
証ま金に は保費まるに な 還 あ 費 な険う 経 う るの
明せ課よ でのをす にあ っしとをり 給 に・済な と 話
書んへる き保 受 。はい ててで 国 ま付す的場 はし
も 。提傷 ま 険 け 手、 いも加保すがる苦合 限合

適
切
に
処
理
し、

公
害
の
防
止
に

努
め
る
と
と
も
に、

市
が
実
施
す

る
環
境
保
全
施
策
に
協
力
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
号
で
は
、
第
二
章
環
境
保
全

関
係
を
お
知
ら
せ
し
ま
す。

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
公
害
係

へ
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第18回少年柔道・剣道練成大会

犯罪防止にと健全な育成

第
十
八
回
少
年
柔
道

・
剣
道
練

成
大
会
が
、
八
月
二
十

一
日
市
民

体
育
館

(剣
道
)
と
武
道
館

(
柔

道
)
で
開
催
さ
れ
ま
し
た。

大
会
は、

少
年
の
健
全
育
成
と

犯
罪
防
止
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、

市
内
の
小

・
中
学
校

の
選
手
た
ち
七
百
十
四
人
が
参
加

し
、
白
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た

成
績
は
次
の
と
お
り

※
 

熱戦が繰りひろげられる

〔
柔
道
凶

団
体
戦

優
勝小

学

西

大
村

中
学

玖

島
中

A

準
優
勝

小
学

三

城

中
学

西
大
村
中
A

三
位小

学

竹
松

中
学

玖

島

中

B

個
人
戦

優
勝中

学

一
年

二
年

〔剣
道
〕

団
体
戦

優
勝 中

学
三
年

準
優
勝

中
学

一
年

二
年

H

三
年

三
位中

学
一

年

/ノH 

落
合
敬

一

(
郡
)

富
永
徹
太
郎
(
玖
)

大
島
利
浩

一
瀬
元
己

辻

義

嗣

野
添
智
昭

二
年

早
稲
田
秀
樹
(
玖
)

北
平
辰
美

(
玖
)

井
関
寿
美

(
玖
)

粟
村
昌

史

(
西
)

浜
野
勝
也

(

玖
)

中
村
秀
人

(

郡
)

年

準
小優中
学勝学

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

小
学

中
学

一位小
学

中
学

(西
〕

非
行
の
早
期
発
見
を
/

(西
)

(
郡
)

(
郡
)

天 A 天
真真

二
学
期
嫌
い
の
中

・
高
校
生
の

非
行
事
件
が、

連
日
の
よ
う
に
新

聞
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
十
日
余
の
生
活
規
律
の
乱
れ

が
、
新
学
期
の
生
活
に
な
じ
め
ず

家
出
す
る
少
年
、
‘少
女
も
数
多
く

出
て
い
ま
す
。

最
近
の
非
行
の
動
機
の
大
半
は

遊
び
型
非
行
と
い
わ
れ
、
ま
た
家

出

(九
月
が
最
も
多
い
月
)
に
し

て
も
、

衝
動
的
で
、

大
人
社
会
の

常
識
で
は
理
解
で
き
な
い
原
因
が

少
年
セ
ン
タ
ー

多
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
ひ
と
り
、

ひ
と
り
の

子
ど
も
を
見
る
に
限

つ
て
は
、
異

口
同
音
に
「
そ
ん
な
こ
と
を
す
る

子
ど
も
で
は
な
い
の
に
」
と
い
う

言
葉
が
で
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
子
ど
も
を
持

つ
親
の

責
任
と
し
て
、
子
ど
も
の
生
活
の

よ
う
す
を
十
分
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

急
に
落
着
き
が
な
く
な
り
、
組

野
な
言
動
を
し
、
人
目
を
ひ
く
よ

う
な
服
装
を
し
、

学
業
を
な
ま
け

帰
宅
時
間
が
不
規
則
に
な
り
、

夜

遊
び
ゃ
外
泊
を
し
、

急
に
無
口
に

な

っ
た
り
、
う
そ
や
弁
解
が
増
え

見
な
れ
な
い
友
達
と
交
際
し
た
り

電
話
苧
手
紙
に
敏
感
と
な
り
、

金

銭
の
浪
費
が
目
立
つ
な
ど
は
、
非

行
化
の
き
ざ
し
と
し
て
、
充
分
留

意
し
指
導
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

少
年
セ
ン
タ
ー
で
は、

健
や
か

な
子
ど
も
の
育
成
を
願

っ
て
五
十

人
の
補
導
員
と
と
も
に
、

補
導
活

動
、
育
成
活
動
を
つ
。
つ
け
て
い
ま

す
。ご

家
庭
で
の
教
育
に
お
困
り
の

人
は
、
ど
相
談
下
さ
い
o

E
@
l
四
三
二一

諏 A 植
訪 松

池植堂徴 A 松
田松神原乗

る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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犬

" 

※
 飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

の
ヌ誕
~孟

m
お
願
い
〕

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
つ
れ
て
来
て
下
さ
い。

人
を
か
む
お
そ
れ
の
あ
る
犬
に

は
、
必
ず
口
輪
を

つ
け
て
連
れ
て

来
て
下
さ
い
。

ま
た
、
登
録
と
注
射
が
す
ん
だ

犬
に
は
、
首
輸
に
必
ず
鑑
札
を
つ

け
て
下
さ
い
。

当
日
は
、
受
付
が
混
雑
し
ま
す

の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う

に
ど
協
力
下
さ
い
。

※
日
程
は
別
表
の
と
お
り

正
午
か
ら
午
後

一
時
ま
で
休
け

い
し
ま
す
。

犬
の
放
し
飼
い
は

絶
対
に
や
め
よ
う

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る

録

と

狂

犬

病

の

予
防

注

射

実

施

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

は
、
狂
犬
病
予
防
法
第
四
条
、で
犬

の
所
有
者
は
毎
年
一
回
登
録
申
請

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
同
法
第
五
条
で

犬
の
所
有
者
は
、
そ
の
犬
に
狂
犬

病
予
防
注
射
を
六
カ
月
ご
と
に
受

け
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

必
ず
登
録
と、

注
射
を
受
け
て

下
さ
い
。

対
象生

後
九
十
一

日
以
上
の
犬

手
数
料

登

録

一

頭

三

百

円

注

射

二

頭

五

百

円

注
射

済

票

一

頭

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

! 実 施 場所 |実施時間 |

百
五
十
円

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

攻
傷
事
件
が
相
次
い
で
お
き
て
お

り
、
今
年
に
な
っ
て
長
崎
県
内
で

も
十
一
件
の
岐
傷
事
故
が
あ
っ
て

い
ま
す
が
、
乙
の
咳
傷
事
故
は
飼

い
主
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な

犬
の
飼
い
方
は
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ'つ。未
登
録
犬
、
放
し
飼
い
の
犬
は

捕
獲
し
ま
す
の
で
、
た
だ
ち
に
登

録
を
す
ま
せ
、

正
し
い
犬
の
飼
い

方
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
不
用
犬
の
回
収
日
は
毎
月
第
一

第
二
、
第
三
土
曜
日
の
午
前
中

な
お
、
外
の
日
は
森
園
町
の
県

畜
犬
抑
留
所
ま
で
持
っ
て
行
っ
て

下
さ
い
。

回
収
箱
は
、
市
役
所
と
各
出
張

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

一
長
崎
原
爆
の
碑
を
参
拝
し
ま
す

一

被

爆

者

手

帳

友

の

会

大

村

支

部

一

長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会

大
村
支
部
で
は
、
次
の
と
お
り

一
原
爆
の
碑
の
参
拝
を
し
ま
す
o

F

日
時
十
月
九
日

町

午
前
九
時
三
十
分
出
発

一

午

後

四
時
頃
帰
着

集
合
場
所
大
村
駅
前
パ

ス
タ

一

l
ミ
ナ
ル
待
合
所

会

費

友

の

会
会
員
は
無
料

一

人

数

大

型
パ
ス
二
台

↑

(

百

人

で

締

切

り

ま

す

)

所
に
あ
り
ま
す
。

10月(月17)日1*川J 役 所 |川 0-15:00

10月18日 溝陸公民館 11:15--11: 30 

(火) 三 、浦出張所 13:00--14:00

農協(西部支所)I 14:30"'15:00 

|平小)11 (倉田宅前)[10 :00叶 0・30

10月19日 e鈴 田f 出張 所 11:00叫 11:30

(水) 岩松駅 、前 13:00........14:00

大多武婦人ホーム 114:20--15: 00 

10月(木20)日 I中p 地区住民センター t10: OO""15:00 
寿 も古 公 民館 9;30........10:叩

10月21日
福 重 ，出張所 10と15........11:50 

(金)
立福寺ノてス停 13:00........13:30 

富 r ノ原公 民館 ，，14:00........15:00 

植松 ι 公民館 15:20........16:00 

| 諏訪公民館 I~ ト10
10月24日 池田公民館 11:00........11:15'

(月〉 徴神堂 広下場 13:00........13:50

長崎県畜犬管理所 14:10........15・00

|野岳湖ノf ス 停 I10: 30"""11: 0o I 

10月25日 I""a:i ~rL '-=:f::::. .I¥. P ~ I 11. 1 1:" _ .1 1 . c) ('¥ I |東光寺公民館 |川11上:1日5........1日1:3剖oI 

!松原出張所 1川川川m此3:00........1

i武留路公民館 l山州

:1刊0月2加6日|竹松出張所 110:0∞0........14:00 
(水) 1堺町公民館 114:10........15:00「木 イ ス 終M…点配叩iげ刈川澗刈1叩此川川…0:川川:0羽0叩0

木小学校下 |け10:3叩0........1日1:0叩0 

1叩0月2釘7日|久良原公 民館 |川11工:1日5--1日1:30

|萱瀬出張所 I13:00........13:30 

1 南 川内小学校下 I13:45-14:00 

萱瀬小学校前 I1山川5

[農協第 1支 所 115:00........15:30

1

1附
(金)日|大村保健所lmN

日月

(火〉

(木〉

希
望
さ
れ
る
人
は
、
各
地
区
の

役
員
宅
ま
で
、
九
月
二
十
五
日

ま
で
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

今
年
は
、
爆
死
さ
れ
た
人
々

の
三
十
三
回
忌
に
当
り
ま
す
の

で
、
碑
前
へ
参
拝
し
、
御
霊
を

な
ぐ
さ
め
、
併
せ
て
世
界
平
和

の
祈
願
を
し
ま
す
。

午
後
は
資
料
館
な
ど
の
見
学

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

犬
の
避
妊
手
術
に

補

助

金

狂
犬
病
定
期
予
防
注
射
実
施
期

問
中
に
申
請
の
あ
っ
た
も
の
に
対

し
て
は
、
補
助
金
が
つ
き
ま
す
。

O
オ
ス

一
頭
当
り
手
術
料
三
千

五
百
円

(飼
い
主
負
担
二
千
五

百
円
)

O
メ
ス

一
頭
当
り
手
術
科
七
千

円
(
飼
い
主
負
担
五
千
五
百
円
)

希
望
者
は
、
印
鑑
持
参
の
う
え

予
防
注
射
会
場
で
申
込
み
下
さ
い
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一農業者年金に加入を一

経営移譲年金

フツ給付額ア

乙
の
年
金
は
、
農
業
者
の
た
め

の
年
金
で
す
。

農
業
者
年
金
は
、
老
後
生
活
の

安
定
と
経
営
の
若
返
り
、
経
営
規

模
の
拡
大
及
び
優
秀
な
経
営
担
当

者
の
確
保
と
い
う
点
に
あ
り
、
国

民
年
金
の
給
付
と
相
ま
っ
て
老
後

保
障
の
機
能
を
果
し
う
る
よ
う
に

仕
組
ま
れ
て
い
る
の
が
特
性
で
す

農
業
者
年
金
は
、
物
価
に
ス
ラ

イ
ド
し
ま
す
の
で
現
在
支
給
さ
れ

て
い
る
経
営
移
譲
年
金
の
額
は
五

年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
、
現

行
の
月
額
二
万
六
千
円
か
ら
七
月

以
降
は
月
額
二
万
八
千
四
百
四
十

一
一
円
(
九
・
四
労
ア
ッ
プ
)
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
の
加
入
に
は
年
齢

戦
没
者
等
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
請
求
は

次
の
支
給
法
に
該
当
さ
れ
る
人

は
、
九
月
三
十
日
で
時
効
完
成
と

な
り
ま
す
の
で
至
急
請
求
の
手
続

を
お
取
り
下
さ
い
。

一
、
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
支
給
法
(
昭
和
四
十
九

年
十
月
一
日
施
行
分
)

二
、
戦
没
者
の
父
母
に
対
す
る
特

別
給
付
金
支
給
法
(
昭
和
田
十

ヲk

お

済

で

す

か

九
年
十
月
一
日
施
行
分
)

的
制
約
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
対

象
者
で
未
加
入
の
人
は
速
や
か
に

加
入
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

詳
し
い
乙
と
は
農
協
か
農
業
委

員
会
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

。
本
年
度
中
に
加
入
し
な
け
れ
ば

資
格
を
失
う
人

大
正
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

十
一
年
一
月
一
日
生
れ
の
人

@
加
入
資
格

三
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
耕
作

者
@
現
在
の
掛
金
(
月
額
)

二
千
四
百
五
十
円
、
後
継
者
千

七
百
五
十
円
(
二
十
歳
以
上
三

十
五
歳
未
満
)

三
、
受
給
資
格

日
華
事
変
中
の
軍
人
、
軍
属
、

準
軍
属
な
ど
の
妻
及
び
父
母
で
年

金
な
ど
の
受
給
者

な
お
、
受
給
資
格
に
つ
い
て
は

条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
福
祉

課
社
会
係
に
ご
相
談
下
さ
い
。

援

護

業

務

相

談

の

お

知

ら

せ

旧
軍
人
、
軍
属
及
び
準
軍
属
な

ど
に
対
す
る
扶
助
料
、
遺
族
年
金
、

弔
慰
金
、
特
別
弔
慰
金
、
普
通
思

給
、
障
害
年
金
、
傷
病
恩
給
な
ど

の
請
求
手
続
及
び
相
談
が
次
の
と

子

ど

も

に

愛

の

声

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

実
施
日
時
九
月
二
十
二
日

午
後
一
時

i
五
時

場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
社
会
係
へ

を

か

け

ま

し

よ

ー
お
知
ら
せ

l

し
尿
処
理
施
設
の
工
事
の
た
め

し
尿
汲
取
り
を
次
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
。

十
八
日
(
日
)

二
十
三
日
(
祭
日
〉

二
十
四
日
(
土
)

二
十
五
日
(
日
)

休休休

清
掃
セ
ン
タ
ー

営
業

H
-

一、，，
-'EJ
‘、E--
，，‘，
E、---二，，
g

，ご
2、，，二
'--E、.J''-
，E、ご、
FdE，s
，，J句、，，
z，ご・、，‘=，一，
e
、-J
-e.，E，ご
J、.，-，，ご
E、.J''-
，z、ごご'・
'''
eご-、
B

，‘'Fご，、
.J
コ』，，、
ご、一，
‘''
tJ-
、、，
-七、、
-g

、.，
J
 

へ

'

マ
西
本
町
の
岩
永
光
生
さ
ん
は
、
~

V

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

ジ

7
ス
五
十
四
本
、
菓
子
二
一

J

十
袋
を

4

ん

ご

ざ

い

ま

し

た

マ

池

田

郷

の

山

本

き

ぬ

枝

さ

ん

は

~

湯
の
み
茶
わ
ん
百
二
十
個
、
雑
ゾ

ヘ

・・'

川

社

会

一

福

祉

事

業

費

に

金

一

封

マ

市

内

匿

名

氏

さ

ん

は

、

息

子

さ

誌

、

古

着

を

ハ

，
 

い
マ
杭
出
津
住
宅
三
区
三
四
二
の
岩
ん
の
給
料
の
一
部
を
光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ
預
託
~

叫

永
ミ
チ
さ
ん
は
、
亡
母
渡
辺
フ

マ
黒
木
郷
五
七
の
大
串
静
夫
さ
ん
マ
本
町
二
丁
目
三
二
五
の
赤
水
清
い

γ

イ
さ
ん
の

忌

明

に

は

、

て
父
新
市
さ
ん
の
忌
明
に
春
さ
ん
は
、
商
品
無
人
販
売
売

ん

ヘ
マ
片
町
一
七
五
の
川
崎
進
さ
ん
は

マ

池
田
郷
開
田
七
九
八
番
地
六
の

上

金

を

J

U

亡
母
時
子
さ
ん
の
忌
明

に

内

山

勇

さ
ん
は
、
亡
妻
キ
マ
さ
マ
東
三
城
町
一
九
一
の
一
の
福
崎
~

ι
マ

原

郷

九

番

地

の

岡

鷹

雄

さ

ん

は

ん

の

忌

明

に

徳

幸

さ

ん

は

、

玩

具

及

び

文

具

J

ん
亡
妻
イ
ワ
さ
ん
の
忌
明
に

マ
竹
松
本
町
六
七
六
の
江
上
憲
稽

類
を

V

ハ
マ
宮
小
路
二
丁
目
の
松
尾
悦
子
さ
さ
ん
は
、
亡
母
数
子
さ
ん
の
忌
大
村
子
供
の
家
へ
♂‘

 

叫
ん
は
、
亡
夫
久
嘉
さ
ん
の
忌

明

明

に

マ

東

三

城

町

一
九
一
の
一
の
福
崎

、

~

に

市

立

清

和

園

へ

預

託

徳
幸
さ
ん
は、

玩
具
及
び
文
具
V

γ

マ
木
場
郷
九
三
四
の
五
の
平
山
健
マ
宮
小
路
二
丁
目
玉
八
八
の
松
尾

類

を

ふ

F

こ
さ
ん
は
、
亡
長
男
大
樹
さ
ん
さ
ん
は
タ
バ
コ
五
十
三
個
を
社
会
福
祉
施
設
へ
預
託
川

~

の

忌

明

に

マ

常

盤

団

地

(

代

表

安

藤

忠

義

)

マ

杭

出
津
住
宅
三
区
の
岩
永
豊
喜
~

V

マ

一
ノ
郷
九
四
八
の
開
常
義
さ
ん
の
皆
さ
ん
は
、

西
瓜
六
個
を

さ

ん

は

ミ

シ

ン

一

台

を

F，
 

J

は
、
亡
父
惣
次
郎
さ
ん
の
忌
明

慈

恵

荘

へ

預

託

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

利

用

者

の

た

~

に

マ

身

体

障

害

者

団

体

連

合

会

婦

人

め

に

預

託

ぜ

?
マ
森
園
町

一
一
七
三
の
一
の
特
借
部
(
部
長
開
田
ワ
キ
)
の
皆
さ
マ
兵
庫
県
尼
ケ
崎
市
西
字
南
川
端

(

代

第
一
宿
舎
三

O
コ
一
号
の
福
森
一
ん
は、

菓
子
、
タ
オ
ル
、
雑
布
五
八
八
の
玉
の
海
梅
吉
さ
ん
は
い

~

成

さ

ん

は

、

亡

妻

幸

子

さ

ん

の

お

し

め

な

ど

を

名

入

り

タ

オ

ル

二

百

六

十

四

枚

い

J

忌
明
に

清

和

園

と

慈

恵

荘

へ

を

J
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日

iぉ今¥7
!し:下(:J)

;;，三 究会ーヨt ・圃圃園田干.t

i話よさ←¥三一!

注
射
と
検
診

園
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

十
月
の
健
康
相
談
室
の
日
程
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

度

カi

子

わ

ホ IIζ と
E 一一一| なで 妊

13:00"""'16:0QJる 相振

一般健康相談 I ~ 談中
I 1';' が

妊 婦教室 |どあ人
|どる

妊 婦教室 |利人お

一般健康相談 |用 、子
|下血さ

妊 婦教室 |さ圧 ん

妊 婦 教室 |日 芸 2

置
叩
月
か
ら

1
歳

6
ヵ
月
児

健
康
診
査
始
ま
る

日1 診療 科目 i病(医)院名 |所在地 |電話

2i内 科 |沢岡医院 [荒野7603
外科 ・内 科 牧 山 医院宮 小 5-7831 

l内 科l藤 井 内 科「 1 24m9外 i一 、ロ 科 中 島外科西三 2-3875 
皮で膚 科佐伯皮膚科武 2-4330 IJ-|桝本医院「jii田15-m55
外 科 山 道医院並 3-2305 

l内 科l寺 井 医院「 島 1Mm
23 整形 外 科松永整形外科松 2-4300 

301 小 児科 |田)1¥小 一
部2-4000

整 形 外 科 牟田整形外科古 町2-4501

10月の日曜当番医

に

く

ば

れ

目

と

今
ま
で
二
歳
児
健
診
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、

厚
生
省
の
指
導

に
よ
り
、
一

歳
六
カ
月
児
健
診
を

実
施
し
ま
す
。

対
象

昭
和
五
十
一

年
三
月
生
れ

日
時
十
月
六
日
・
十
三
日

午
後

一
時
三
十
分

i
二
時
受
付

場
所

市
役
所
第
二
会
議
室

ぷ
母
子
健
麗
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、

は
し
か
、

百
日

唆
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
お

子
さ
ん
は
、
次
回
に
お
受
け
下
さ

午前 9時~午後 6時

2
歳
児
健
診
を
叩
月
か
ら
中
止
し

ま
す二

歳
に
な
っ
た
幼
児
に
つ
い
て

は
、
乳
幼
児
相
談
を
ご
利
用
下
さ

特
に
、

次
の
よ
う
な
点
が
お
子

さ
ん
に
見
ら
れ
た
ら
、
是
非
お
で

か
け
下
さ
い
。

-
こ
と
ば
の
お
く
れ
を
感
じ
る

(単
語
の
み
、
全
々
話
さ
な
い
)

・
お
母
さ
ん
と
目
が
合
わ
ず
、

ひ

ど
く
落
ち
つ
か
な
い

.
周
囲
の
人
に
無
関
心

・
歩
行
状
態
が
お
か
し
い

-
偏
食
が
ひ
ど
く
、

体
の
発
育
が

亙芯

い

-
日
中
、
お
む
つ
が
取
れ
な
い

-
そ
の
外
育
児
面
で
困

っ
て
い
る

こ'と

診療時間

'じ、

少

年

セ

日
時

十
月
五
日
(
水
)

十
月
十
九
日
(
水
)

午
前
九
時

t
十
一

時

市
役
所
健
康
相
談
室

場
所

圃
妊
婦
教
室

赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん
の
お

乳
を
待
っ
て
い
ま
す
。

妊
娠
五
カ
月
頃
か
ら
お
乳
の
手

入
れ
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

妊婦

| 内ドU て母親と叫得
。妊娠中の保健(乳房のマッサージの実習〉
。映画、生命の創造グ

[。妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実主
。安産のために(補助動作、妊婦体操の実習)

|。産 問健
。育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習)
。映画、スキンシップグ

|。乳幼児の環境と性格
。家庭の幸せのために(家族計画)

~ 

4ヨ・

表程日室教

l月 日

戸t第l回)

|寸研豆画
i (第2回)

市函
(第3回)

同調
(第4回)

圃
3
歳
児
健
康
診
査

対
象

昭
和
四
十
九
年
三
月
生
れ

の
人
を
対
象
と
し
ま
す
が
、
昭
和 ン

タ四
十
八
年
九
月
か
ら
四
十
九
年
二

月
生
れ
で
、
ま
だ
健
震
診
査
を
受

け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て
下

さ
い
。

日

時

九

月
二
十
二
日
(
木
)

午
前
九
時
三
十
分

l
十
時
三
十

分

午

後

一
時

t
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、

現
在
、
は
し
か
、

水
ぼ

う
そ
う
、
百
日
壊
な
ど
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
次
回

に
お
受
け
下
さ
い
。
(
毎
月
第
四

木
曜
日
)

国
胃
集
団
検
査
の
結
果

八
月
四
日
か
ら
十
一
日
に
か
け

実
施
し
ま
し
た
胃
集
団
検
診
の
結

果
は
、
九
月
十
五
日
ま
で
に
文
書

通
知
が
届
か
な
か
っ
た
人
は
異
常

が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
乙
の

む
ね
ど
承
知
下
さ
い。

相

吾4ξ
髭1(.

回
無
料
法
律
相
談

日
時
十
月
五
日
(
水
)

午
前
九
時
三
十
分

i
午
後
三
時

三
十
分

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

主
催

大
村
裁
判
所
・
大
村
調
停

協
会

※
離
婚
、
相
続
な
ど
家
事
、
そ
の

他
の
法
律
相
談
に
つ
い
て
、
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

圃
無
料
登
記
・
人
権
相
談

「
土
地
・

建
物
の
登
記
」
「
人

権
擁
護
」
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

遠

慮
な
く
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

な
お
、
「
人
権
相
談
」
に
つ

い

て
ぽ
特
に
長
崎
地
方
法
務
局
大
村

支
局
及
び
大
村
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
の
担
当
官
が
出
席
さ
れ
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日

時

十

月

一

日

午

前
十
時

t

午
後
四
時

場

所

市

社

会

福
祉
セ
ン
タ
ー

西
三
城
町
八
番
地

主

催

長

崎

県
司
法
書
士
会
大
村

支
部

後
援長

崎
地
方
法
務
局
大
村
支
局

大
村
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

園舎
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募

集

圃
市
奨
学
生

資
格

。
大
村
市
民
ま
た
は
そ
の

子
女
で
高
校
に
在
学
中
の
人

。
品
行
方
正
、
学
業
成
積
優
秀
か

つ
身
体
強
健
な
人

。
経
済
的
理
由
で
学
資
の
支
弁
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

貸
与
月
額

四
千
円

但
し
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
分

か
ら
貸
付
け
ま
す

募
集
期
限十

月
八
日
ま
で

手
続

。
出
願
書
類
は
市
教
育
委

員
会
に
あ
り
ま
す

。
出
願
書
類
は
各
高
等
学
校
長
を

経
由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
庶
務

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

圃
訓
練
生
八

1
ヵ
年
制
)

長
崎
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

募
集
科
目

溶
接
科
、
自
動
車
整

備
科
、
建
築
科

入
校
資
格

高
校
卒
業
者
で
心
身

共
に
健
全

(色
神
正
常
〉
で
技

能
修
得
意
欲
の
あ
る
人

受
付
期
間
十
月
一
日

l
十
八
日

※
詳
し
く
は
諌
早
市
小
船
越
町

一

一一一ニ

国
立
長
崎
総
合
高
等
職
業
訓
練

校

皿

(
O九
五
七
ニ
)
②

l

一
一一一
一二
三

圃
海
上
保
安
学
校
生
・

大
学
校
生

十
月
四
日

t
十
月
十

受
付
期
間

七
日

受
験
資
格

昭
和
二
十
九
年
四
月

一
一
日
(
大
学
校
は
昭
和
三
十
二

年
四
月
二
日
)
以
降
に
生
ま
れ

た
男
子
で
高
卒
者
、
ま
た
は
高

卒
見
込
者

第
一
次
試
験

大
学
校
学
生

十

一
月
二
十
六
・
二
十
七
日

学
校
学
生

十

一
月
二
十
七
日

問
合
せ

長
崎
市
松
ケ
枝
町
七
ノ

二
九

長
崎
海
上
保
安
部

血

(O
九
五
八
)
@
ー
四
四
O
二

園
郵
政
職
員

九
州
管
内
、
東
京
地
区
の
郵
便

局
に
勤
務
す
る
外
務
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

九
月
二
十
四
日
ま
で

⑨
第
一
次
試
験

試
験
日
十
月
十
六
日

試
験
地

長
崎
市

※
こ
の
ほ
か
九
州
管
内
の
郵
便
局

に
勤
務
す
る
内
務
職
員
(男
子
)

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
(
血
②

ー
二
八
O
O
)
へ

も

よ

お

し

-
文
化
講
演
会

十
月
五
日
m
水
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

日
時

場
所

講
師黒

岩
重
吾

「近
頃
感
じ
た
こ

と」「戦
国
女
房
の
条

件
」

「
私
の

戦
争

体

験
」

入

場

料

無
料

主

催

文

芸
春
秋

大
村
青
年
会
議
所

市
教
育
委
員
会

杉
本
苑
子

豊
田

穣

後
援

圏
第
何
回

良
い
映
画
を
見
る
会

日
時
・
場
所

九
月
二
十
四
日
(
土
)

刊
午
後
二
時
三
十
分

t
三
時
十

五
分

福
重
出
張
所

同
午
後
四
時

t
四
時
四
十
五
分

竹
松
出
張
所

対

象

小

学
校
全
学
年

・
中
学
生

入

場

料

無
料

映
画
「
神
秘
の
湖
」

@
十
六
ミ
リ

・
カ
ラ
l
作
品

四
十
五
分
・
フ
ラ
ン
ス
映
画

解

説

ア

シ
デ
ス
の
深
い
山
の
中

沈
黙
す
る
湖
の
底
に
眠
る
大
自

然
、
そ
乙
に
は
驚
異
に
み
ち
た

神
秘
の
世
界
が
あ

っ
た
。

※
詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
l
へ

(
血
②
|
四一二
一
二

)

園
第
叩
回

家
庭
教
育
映
画
会

「
嫁
姑
の
き
ず
な
を
考
え

る」

相
互
不
信
を
生
み
や
す
い
、

緊

張
を
は
ら
ん
だ
嫁
と
姑
の
デ
リ
ケ

ー
ト
な
関
係
。

乙
の
両
者
の
間
に
、
や
さ
し
い

思
い
や
り
に
満
ち
た
、
人
間
ら
し

い
き
ず
な
を
築
く
た
め
に
・
.•..
• 

「嫁
と
姑
」
の
問
題
を
考
え
ま
す

日
時

九
月
三
十
日
(
金
)

午
前
十
時
か
ら

中
央
公
民
館

電
話
で
中
央
公
民
館
へ

血
②
|
四
三
二
一

映
画

申場
込所

-
大
村
子
ど
も
劇
場

例

会

「
ト
ラ
ン
ク
劇
場
」

日
時
・
会
場

@
九
月
二
十
七
日
(
火
)

午
後
四
時

・
六
時
三
十
分

市
体
育
館

@
九
月
二
十
八
日
(
水
)

午
後
四
時

・
六
時
三
十
分

中
地
区
公
民
館

(
一
白
二
回
上
演
し
ま
す
)

公
演

劇
団
「
風
の
子
」

主
催

大
村
子
ど
も
劇
場

推
せ
ん

市
教
育
委
員
会

連
絡
先

古
賀
島
町

与
那
城
宅

軍
③
l
三
三
三
九

資

無

担

保

制
度
融
資

無
保
証
人

市
内
で一

年
以
上
事
業
を

営
ん
で
い
る
乙
と

商
工
会
議
所
の
指
導
を
受

け
て
い
る
こ
と

使
途
及
限
度
額

運
転
資
金
百
五
十
万
円

設
備
資
金

二
百
五
十
万
円

:

融
資
期
間

運
転
資
金

三
年
以
内

設
備
資
金
三
十
九
カ
月
以
内

利
率
七
・

O
Mm

※
詳
し
く
は
商
工
会
議
所
へ

対
象

ス
ポ

ー

ツ

圃
太
極
拳
学
習
会

太
極
拳
は
中
国
拳
法
の一

種
で

そ
の
動
き
は
ゆ
る
や
か
に
切
れ
る

こ
と
な
く
続
き、

全
身
は
腰
を
中

心
と
し
た
波
と
な
り
、
手
足
の
す

み
ず
み
ま
で
腰
、の
力
が
伝
わ
り
ま

す
。呼

吸

・
姿
勢

・
動
作
は
、
無
理

な
く
力
を
抜
い
て
行
う
の
が
最
も

重
要
で
あ
り
、

練
習
は
そ
の
人
の

体
力
に
合
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

で
き
ま
す
。

内
容

柔
軟
体
操
・
太
極
拳
の
型

の
練
習
・

二
人
で
練
習
す
る
推

手
日
時

毎
週
月

・
水

・
金
曜
日
の

午
後
六
時
I
八
時

場
所

主
に
陸
上
競
技
場

指
導

田

方

誠

会
費

無
料

問
い
合
せ
先

玖
島
郷
三
九
六

田
方
宅
(
血
@

l
二
九
三
九
)

※
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

日 す じ 聞
時 。よ求 』茅

爵這 林
演院 毒

幸里 演季
釜ご ，武法
を 周 吠ー
開 年ぷ
催 を'%l;'

し 言己
ま念

九
月
二
十
五
日
(
日
)

午
後

一
時
開
演

場
所

市
民
会
館

入
場
料

三
百
円
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